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ゴール指向要求分析を用いたHRテクノロジーの導入検証

書類選考のAI優先度判定ｼｽﾃﾑ

現状の課題 手法・ツールの適用による解決

総括と課題

 

要件①-１ 要件①-２

デジタル変革戦略 デジタル変革戦略

が創出できる が合意できる

要件①-１-１ 要件①-１-２

　自社の将来像を ﾃﾞｼﾞﾀﾙ変革戦略の実現

　描くことができる による具体像が描ける

課題①-1　 要件①-１-１-１ 要件①-１-１-２ 要件①-１-２-１ 要件①-１-２-２

　改善ではなく改革の 新しいビジネスモデ 自社の方針・計画 　制約事項が考慮 　現状の課題の

ための戦略立案が困難 ルが創出できる が考慮できる 　できる 　解決が考慮できる

要件①-１-１-１-１ 課題①-２　経営方針 課題①-３ 課題①-４ 社内の

斬新なビジネスアイ ・事業方針と同期した 現実的なビジネスアイ 複数の部門で合意

デアが創出できる 戦略立案が困難 デアの創出が困難 することが困難

課題①-５ﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術 課題①-６

を活用したビジネスア 新しいビジネスアイデ

イデアの創出が困難 アの創出が困難

 デジタル変革（DX)
戦略が立案できる

G1：経営に資する人事戦略

　　の施策による人材・組織力

　　と競争力の強化

S1-1 ：採用選考の対応 S1-2：採用優先度の高い S1-3： ビッグデータを活用し

時間を減らす 優秀層の学生を採用 　　人事・労務を高度化する

G2-1：労働集約的な業務 G2-2：採用選考プロセス G2-3 ：データ・エビデンス

からの解放 　を短縮化 　　による人事施策の実行

S2-1 ：業務ﾀｽｸ S2-2：書類選考 S2-3：データの

　の一部自動化 　　の精度向上 　　　分析に活用

G3-1：AI導入で応募書類を G3-2：AIの優先度判定で G3-3 ：人事部門において

　　　読み込む時間の削減 応募者と早期ｺﾝﾀｸﾄを実現 HRテクノロジーを導入する

S3-1 ：ESをAIに S3-2：書類不備 S3-3：ESの保存 S3-4：採用人材 S3-5:HRﾃｸﾉﾛｼﾞｰ S3-6：人事関連

　読み込ませる 　　を自動検出 　作業をRPA化 のﾀｰｹﾞｯﾄを設定 　　の動向調査 　 のデータ収集

*ES: エントリーシート（応募書類）

■ゴール指向要求分析、GQM+Strategies手法の活用
－導入目的の整理とゴールの明確化
－新卒採用業務のゴールストラテジー分解
－AI導入の有効性、HRテクノロジーの適用性を確認

■AIを活用したHRテクノロジーの導入検討
－新卒採用の書類選考のAI優先度判定システム
－書類選考の所要時間40～50％の削減を目標

■従来型の人材・組織管理手法からの転換（経験と勘の限界）
⇒これからの人的資本経営では、人事データをHR（Human 

Resource）テクノロジーの活用により、データに基づいて
客観的に人事の意思決定を行う仕組み作りが求められる

■人材データの蓄積と可視化

■働き方改革の実現
⇒人事部門における非効率業務の改善

人事部門のDX戦略を立案
するために必要な要件構造

新卒採用業務のゴール
・ストラテジー分解

DX推進生産性向上

 書類選考のAI優先度判定システムの
導入を検討

・応募書類の審査に約７日（60時間）
・書類選考の客観性、統一性に課題

新卒学生の採用業務
（書類選考）の課題

HRテクノロジーを活用する時代へ

HRテクノロジー
活用による解決

■過去データの活用とモデル化。結果の妥当性を検証する作業が重要

■AIやHRテクノロジーに対する信頼（公正さに対する信頼の醸成）
■ ITリテラシーや統計・分析スキルを備え、データを読むことができる

人材育成のための社内外での学習機会の提供と支援制度の拡充


